
大学院横断型教育プログラム

「科学技術イノベーション政策の科学」
教育プログラム

代表：東京大学公共政策大学院 教授 城山英明

春ガイダンスのご案内

2023年4月3日㊊ 17:00～1時間半程度
本郷キャンパス国際学術総合研究棟4F SMBCアカデミアホール 及び オンラインZoom

(Registration: https://forms.gle/SvRg61o5oq2TY4dy6)

https://forms.gle/SvRg61o5oq2TY4dy6


大学横断の教育プログラム
（12単位の認定プログラム）

学際・官学連携の政策研究

の枠組み

2

科学技術ガバナンスの研究と教育・人材育成

政策官庁・研究機関

法学研究科
Graduate School for Law and Politics

国内大学
とも連携

文科省によるSciRex事業では「政策のため
の科学」の研究と人材育成を目的として6大
学で連携したプログラムを実施。
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本教育プログラムの目的
－科学技術ガバナンスの担い手の育成



STIG教育プログラムの特徴

科学技術イノベーション・政策や手法を学ぶ

– 科学技術イノベーション政策の立案・研究に関する
講義を開講。研究科を超えて受講可

学際的な交流の機会を提供

– グループでの政策研究演習を実施（例えば共同演習
（必修）の事例研究におけるグループワーク）

– 夏季休暇中には2泊3日の研究合宿を開催（サマーキ
ャンプ）。官公庁・他大学と連携した学びを提供。

– STIにかかわる研究者・実務家を招いたセミナーを実
施（PoPセミナー）。
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教育プログラムの構成
共同演習（必修）

演習形式で、様々な知識の総合的
活用の方法を身につける
⇒科学技術イノベーション政策研究
（学生の参加・協働）

基礎科目（選択必修）
（ａ）政策プロセス・制度論
（ｂ）エビデンス構築手法論

展開科目（選択）
政策プロセス・制度論、エビデン
ス構築手法論に関して、展開・応
用を図る

分野別研究科目（選択）
分野ごとの文脈に関する知識を提
供し、個別分野における実践的能
力を高める

共同演習 （必修） ２単位

基礎科目（ａ）
（選択必修）

２単位以上

基礎科目（ｂ）
（選択必修）

２単位以上

基礎科目、展開科目、
分野別研究科目
（選択）

６単位以上

計
１２単位

以上

履修要件

注意！履修した年に当
該科目がSTIGプログラ
ムの認定科目である必
要があります
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指定科目一覧（シラバス参照）
共同演習（必修）
•事例研究・科学技術イノベーション政策研究

基礎科目（選択必修）
（ａ）政策プロセス・制度論
•政策過程論

•交渉と合意

•科学技術・産業政策論

•Science, Technology and Public Policy

•Policy Process and Negotiation

•事例研究・企業の技術戦略と国際公共政策

•Case Study (Social Design and Management)

•Science and Technology in International Relations など

（ｂ）エビデンス構築手法論
•Quantitative Methods for Management and Policy Analysis

•Economic Analysis of Innovation

•政策分析

•公共政策の経済評価

•Data Science for Practical Economic Research

•Economic Analysis of Public Sector

•Political Economics

•事例研究・テクノロジーアセスメント

•Evidence-based Science & Technology Policy Design など

展開科目（選択）
•規制政策

•知的財産経営

•科学技術コミュニケーション論

•Global Business Strategy and Policy

•事例研究・政策環境・事業環境検討手法としてのシナリオプラン
ニング：理論と実践

•Case Study(Business environment, stakeholders and issues; a 
learning experience in collaboration with Japanese industry) など

•International Intellectual Property Management

•Advanced Study of Science & Technology

•事例研究・科学技術と政治・行政 I 

•Case Study (GraSPP Policy Challenge: Global Innovative Public Policy 
Solutions)

•Innovation and Entrepreneurship

•Advanced Technology Management

•知識社会マネジメント

•市民社会組織・政策論 など

分野別研究科目（選択）
•先端エネルギー技術経営と政策

•Space Development and Public Policy

•地域交通政策研究

•国際交通政策

•航空技術・政策・産業特論

•海洋科学技術政策論

•観光政策概論

•観光地域政策

•事例研究・デジタル時代の行政と社会

•Special Lecture in Global Health Policy I, II

•Overview of Energy System

•Advanced Lecture on Resilience Engineering

•Case Study (Institutions and Methods of Health Technology 
Assessment in Healthcare Policy)

•医療イノベーション政策

•Case Study (Project Based Learning on the Technological Innovation 
and the Social Solutions)

•事例研究・人工知能と社会

•Social Design and Global Leadership

•電力ネットワーク政策

•Governance of Space Activities など



シラバスはこちらから
https://stig.pp.u-tokyo.ac.jp/program.html
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https://stig.pp.u-tokyo.ac.jp/program.html


拠点間で取り組んだSTIのコアコンテンツ

https://scirex-core.grips.ac.jp/
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SciREXサマーキャンプ
•SciREX基盤的研究・人材育成拠点事業の共同プログラム

•政策研究大学院大学・一橋大学・京都大学・大阪大学・九
州大学・東京大学の学生・教員が協働し、フィールドトリ
ップ、共通テーマによる討論や異分野交流などを行う

（東大からは参加希望者より派遣）
2014年「人口減少社会－２０４５」〔兵庫・淡路島〕

2015年「科学技術イノベーションと産業化：政策・規制・安全保障の視点から」〔愛知・犬山市〕

2016年「科学技術イノベーションと震災復興」〔宮城・松島〕
2017年「 2030年のシナリオ：異分野連携の科学技術イノベーション政策」〔東京・六本木〕

2018年「 2030年の社会と科学技術イノベーション」 〔東京・六本木〕

2019年「課題解決のための科学技術イノベーション政策」〔東京・六本木〕

2020年 One-Day サマースクール [ウェビナーによるオンライン開催・講義形式]

2021年 Afterコロナ時代のイノベーションシステム [Zoomによるオンライン開催]

2022年 多様な価値観と向き合う政策立案 [東京・六本木]
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SciREXサマーキャンプ
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PoP(Policy Platform) セミナー

第63回STIG PoPセミナー/ワークショップ
国際学術総合研究棟４F 講義室

「台湾と日本における洋上風力発電立地
と地域・漁業の共生」

國立中山大學海洋事務研究所 助理教授
高世明（Shih-Ming Kao）博士

第114回STIG PoPセミナー
Zoomウェビナーによるオンライン開催

「ASEAN Space Programs: 
Policy Considerations」

Rogel Mari Sese, Ateneo de Davao 
University, Norilmi Amilia Ismail, Universiti 
Sains Malaysia,David Ho Lit Xian, 
Singapore Space and Technology Limited



STIG学生の所属研究学科
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文系 51％ 理系 49 ％
修士課程163名 博士課程 51名

2023年 2月 現在

公共政策大学院
Graduate School 

of Public Policy, 69

工学系研究科
Graduate School of 

Engineering, 60

新領域創成科学研究科 Graduate School 
of Frontier Sciences, 15

医学系研究科 Graduate 
School of Medicine, 14

情報理工学系研究科
Graduate School of 
Information Science 
and Technology, 8

法学政治学研究科
Graduate School for 
Law and Politics, 8

農学生命科学研究科
Graduate School of 
Agricultural and Life 

Sciences, 8

理学系研究科 Graduate 
School of Science, 7

総合文化研究科 Graduate 
School of Arts and Sciences, 6

教育学研究科 Graduate School of 
Education, 6

情報学環・学際情報学府 Graduate School of 
Interdisciplinary Information Studies, 5 経済学研究科 Graduate School of Economics, 4

薬学系研究科 Graduate School of 
Pharmaceutical Science, 4

214名



STIGの修了実績
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STIGでは平成25-令和4年度の10年間で 合計145名(修130/博15)の修了生を輩出
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活躍するSTIG修了生

142023年 2月現在/As of February 2023

- Private think-tank
- Consultation firm

- Ministry of Economy, Trade & Industry
- Ministry of Finance
- Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
- Ministry of Internal Affairs and Communications
- Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology
- Ministry of Foreign Affairs
- National Diet Library
- The Legislative Bureau of the House of Representatives
- Prefectural office

- Manufacturing firm
- General trading company 

(Shosha)
- Electric power company
- Technology, IT, e-commerce
- Bank / Securities company
- Audit corporation

28%

14%

17%

14%

27%産業界
Industry

官公庁
Government シンクタンク・コンサルティング

Thinktank & consulting

大学・研究職・進学
Academia, Research

- University
- Ph.D. student
- Researcher

その他
Others

STIG修了生
STIG Alumni



STIG OBOGとのネットワーク形成
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2019年7月6日(土) 17～19時
東京大学本郷キャンパス
国際学術総合研究棟 演習室E

修了生のうち 5名から現在の職業やSTIGの
有用性等について話題提供していただいた

東京大学 部局横断型教育プログラ
ム科学技術イノベーション政策の科
学（STIG）修了生・教職員・履修生と
の科学技術と公共政策に関する意
見交換会の実施

2022年10月5日(土) 13～15時
東京大学本郷キャンパス
国際学術総合研究棟SMBCｱｶﾃﾞﾐｱﾎｰﾙ

修了生を就職先の業種3グループ（行政関連/産業コンサル
/アカデミア研究教育）に分け、在学生が関心のある分野で
メンタリングを受け、OBOGと現役生の世代間交流を促進



STIG教育プログラムのメリット

科学技術イノベーション政策の担い手とは？
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STIG教育プログラムのメリット

官公庁、立法府を目指している人には…

– 政策立案の基本となる考え方を様々な視点か
ら習得

• 特にエビデンス・ベーストの政策立案手法を学習

– 理科系の学生は社会科学系の教員から研究指
導を受けることが可能

– 文科系の学生は科学技術の現場、政策の現場
との接点を持つことができる
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STIG教育プログラムのメリット

産業界を目指している人には…

– 社会と技術の関係性、受容性など技術の社会導入
について意識することを学べる

– エビデンス・ベーストの科学技術イノベーション
政策立案＝エビデンス・ベーストの研究開発戦略・
研究開発マネジメント施策立案について学べる

– 産業界も科学技術政策を積極的に提言しており、
そうした能力が重要
• 経団連などの業界団体や、各企業のGovernment Relation

部門が提言を実施

• イノベーティブな事業であるほど、ロビイングが大事
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FAQ (1)
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Q.履修の条件はありますか？また、試験や面
接など選抜はありますか？

A.ありません。東京大学の大学院生であれば誰で
も選抜なく履修できます。費用もかかりません。

Q.12単位は必ず取得しなければいけませんか
？

A.いいえ。修了を目的とせず、個別の科目の
みの履修も歓迎しています。



FAQ (2)
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Q.前年度にSTIGのプログラムの講義の単位を取得しま
した。修了要件に含められますか？

A.前年度の単位は条件付きで要件に認められる場合があります。
少なくとも、単位の取得時点でその科目がSTIGの認定プログラム
であることが必要です。各年のシラバスはSTIGのWebサイトで確
認できます。
※事務局に確認してください。

Q.どうやったら登録できますか？

A. いつでも登録ができます。あるいはSTIGウェブサイトから
登録申請できます。

https://stig.pp.u-tokyo.ac.jp/



FAQ (3)
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Q. STIGに登録すれば自動的に修了証をもらえま
すか？

A. いいえ、修了証をUTASで申請する必要があります。
メールで申請のリマインドが送られるので必ずUTASで
申請してください。



登録申請はこちら
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STIGのプログラムに関する問い合わせ先：
STIG@pp.u-tokyo.ac.jp

mailto:STIG@pp.u-tokyo.ac.jp
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